
                     年     組 名前                   

1 

 教材１－Ｂ－（１）  正負の数の加法 
 

② 『（－５）＋４』の解決のために  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    次の計算をしなさい。 
    

 ① （－６）＋４＝         ② （－６）＋（－４）＝ 

 

                               

 

                               

 

 

   ③ （－６）－４＝         ④ （－６）－（－４）＝ 

  

           

 

            

 

 

   ⑤ －２２＋３５＝           ⑥     －（－   ）＝ 

 

                                                 

 

           

 

                        

 

 

 

 

  

  

（－５）＋４＝（－５）＋（     ）      異符号の加法の計算では 

                          

 絶対値の大きいほうから 

       

＝ －（          ）        ほうをひき、 

 

絶対値の大きいほうの 

＝－１                  

をつける。 

 

３ 

２ 

３ 

８ 

たしかめよう 



                     年     組 名前                   

2 

 教材１－Ｂ－（２）  正負の数の加法 
 

①  『(＋２)＋(−９)』の解決のために 
 

 

 
 

 

次の計算をしなさい。 
   ① (＋４)＋(－５)＝             ② －18＋２＝ 
 
 
 
 
  
 

  ③ (＋７)＋(−９)＝             ④ −14＋(＋６)＝ 
 
 
  
 

 

 

 
 

 

 

                      
(＋２)＋(−９)＝−(       ) 

                       
 

         ＝−７                 
 

                        

                              

たしかめよう 

数直線を使って考えると 

＋２は正の向きへ２動く 

－９は負の向きへ９動く 

 

 

よって、(＋２)＋(−９) 

     

    ＝ 

0 +2

+2

-7

-9

 
異符号
い ふ ご う

の計算では、絶対値の大きいほうから 
 
      ほうをひき、絶対値の大きいほ 
 

 

うの      をつける。 
 

 
 
 



                     年     組 名前                   

3 

教材１－Ｂ－（３）  正負の数の加法 
 

① 『（－７）＋（＋３）』の解決のために  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    次の計算をしなさい。 

     

 ① －８＋４＝（     ）＋（    ）  

 

         ＝                       

 

         ＝                      

 

 

   ② ５－７＝（    ）＋（     ）      

  

 

        ＝                     

 

        ＝ 

                                

   ③ 
３

７

２

５
 ＝（     ）＋（     ） 

 

         ＝                    

 

         ＝        

 

 

 

 

  

                          

（－７）＋（＋３）＝－（          ） 

       

 

    ＝－４   

 

 

               

たしかめよう 

○異符号の加法の計算では 

絶対値の大きい方から 

 

    方をひき、 

 

 

絶対値の      方の 

 

符号をつける。 

 



                     年     組 名前                   

4 

 教材１－Ｂ－（４）  正負の数の加法 
 

① 『（－９）＋（＋４）』の解決のために  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

問 次の計算をしなさい。 
    

① （－９）＋（＋６）＝       ② （＋６）＋（－３）＝ 

 

 

 

 

 ③ （－７）－（＋２）＝       ④ （＋３）－（－３）＝ 

 

 

 

 

⑤ （－８）＋（＋８）＝       ⑥ （－１２）－（－２１）＝ 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ （ ）＋（ ）     ⑧ （ ）－（ ） 

＝                   ＝ 

 

 

 

 

 

 

   

（－９）＋（＋４）＝－９＋ ４      ←かっこをはずす 

 

＝－（    ）  ） ←異符号の加法の計算では絶対値の大きい 

             方から小さい方をひく 

          

＝－５         ←絶対値の大きい方の符号をつける。 

たしかめよう 

 

 

 

チャレンジ 


